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曲線を描こう！ 
コントラパラレログラムを利用した作図① 
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１． はじめに 
 
さて、これは何をしているところでしょう。 
                         
      
 
 
 
 

 
スホーテン「ORGANICA」より 
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２．楕円の定義 
意訳 
「点H、Iに２本の杭を立てる。次に二つ折りにしたときに長さが
LIかHKとなるような１本の紐の両端を結び合わせ、ここの２本
の杭の回りにかける。次に指先をこの紐にかけ、紐が同じように

張るよう、いつも紐から同じ力で引っ張って、指を２本の杭の周

りに回す。すると、地面に曲線LEKが描かれ、これが（  ）で
ある」 
 
要するに 

楕円とは 
                               
                               
である。 
 
ところで、なぜ楕円を描く必要があるのか。 
 
時代背景 
17 世紀末、ヨーロッパではルネサンスが終焉を迎え、科学革命
という時代の転換期の中にあった。そのころ、人の五感（触覚、

視覚、嗅覚、味覚、聴覚）の中で最も重要とされていたのは視覚

であった。学者やエリートたちの中にはその重要である視力を落

としてしまう人もいた。また、レンズは軍事的な目的としても扱

われるようになった。その良い例は望遠鏡である。めがねや望遠

鏡に適するレンズの種類を考案した。 
 
つまり、レンズを作るために曲線を描く必要があ

った！ 
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３．コントラパラレログラムを利用し

た作図 
 
スホーテンは「ORGANICA」の中で図のような道具（コントラ
パラレログラム）を使って作図をしています。 
 
 

 
スホーテン「ORGANICA」より 

 
 
実際にコントラパラレログラムを組み立て、動か

してみよう。 
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コントラパラレログラムを組み立てよう！ 
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コントラパラレログラムとは・・・ 
 
交叉平行四辺形を利用した道具（右下図）。 
交叉平行四辺形とは左下図実線部のような平行四辺形を対角線

で折り返した図形。 
HG＝IF、HI＝FG 
HGと IFの交点を点 Eとする。 

 

 
 
 
 HIを固定し、点 Gが点 Hのまわりを回転する
とき点 Eはどのような動きをするだろうか。 

 
 
コントラパラレログラムを動かして点 E の動

きをなぞってみよう。 
ただし、HE＜IFとする。 
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点 Eの動きをなぞってみると、楕円を描く。 
 
楕円の定義は 
「ある 2点からの距離の和が常に一定の点の集まり」で
あった。 
 
では、点 Eの描く図形は本当に楕円となっているのだろうか証明
してみよう。 

 
（証明）平行四辺形 HIF'Gの対角線 GIに対して F'を線対称移動
したものが F であるから、△IFG は△IF'G を折り返した図形と
なっている。 
よって、 
FG= F'G= HI ・・・① 
∠FEG ＝ ∠HEI ・・・② 
∠GFI ＝ ∠GF'I = ∠IHG ・・・③ 
②③より∠EGF = (      ) ・・・④ 
よって、①③④より(            )ので、 
△HIE ≡ (      )
したがって、HE + IE = HE + (   ) = (   )
つまり、点Eは点H、Iからの距離の和が(           )となってい
るので、点Eが描く図形は(       )である。 
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４．まとめ 
 
 
・メガネや望遠鏡のレンズを作るために曲線を描

く必要があった。 
 
・コントラパラレログラムを利用して描ける図形

は楕円であった。 
 
・楕円とは 
「ある 2点からの距離の和が常に一定」 
の点の集まりである。 
 
・楕円を描ける道具は杭と紐から、コントラパラ

レログラムへと発展した。 
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